
期待がよせられていたパークゴルフ場・
フラワーパーク

委 員 会 報 告
● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会
● 特別委員会

各常任委員会等では、９月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

総
務
常
任
委
員
会（

吉
村
幸
治
委
員
長
）

問　

改
正
の
内
容
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

答　

年
金
か
ら
の
市
税
徴

収
者
が
市
外
に
転
出
し
た

場
合
、
今
ま
で
普
通
徴
収

に
変
更
し
て
い
た
が
、
今

後
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
な

ど
の
改
正
で
あ
る
。

問　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備

事
業
の
中
止
に
伴
う
跡
地

利
用
検
討
委
員
会
（
30

人
）
出
会
謝
礼
金
等
37
万

円
が
今
回
の
補
正
に
あ
る

が
、
す
で
に
市
報
そ
お
９

月
号
で
は
公
募
し
て
い

る
。
現
在
、
何
人
の
応
募

が
あ
る
の
か
。

答　

現
在
15
人
の
応
募
が

あ
る
。（
９
月
17
日
現
在
）

問　

検
討
委
員
会
を
作
る

こ
と
に
は
反
対
し
な
い

が
、
市
長
に
よ
る
と
26
年

３
月
で
減
額
補
正
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

議
会
と
し
て
は
当
然
25
年

度
の
予
算
は
ま
だ
執
行
中

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
か
。

答　

年
度
途
中
で
あ
り
、

執
行
中
で
あ
る
。

問　

議
会
と
の
関
係
で

は
、
25
年
度
の
予
算
の
中

に
は
24
年
度
の
繰
越
で
土

地
を
買
っ
て
、
25
年
度
に

そ
の
土
地
を
整
備
す
る
と

い
う
こ
と
で
議
会
は
議
決

し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の

検
討
委
員
会
で
議
論
す
る

前
に
、
議
会
と
の
関
係
で

は
、
25
年
で
こ
の
関
連
予

算
を
減
額
補
正
し
て
か
ら

新
し
く
予
算
を
提
出
す
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
補
正
予

算
の
提
出
の
手
順
が
お
か

し
い
の
で
あ
っ
て
、
内
容

が
お
か
し
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
ど
う
思
う

か
。

答　

減
額
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

問　

弥
五
郎
伝
説
の
里
の

照
明
灯
は
ど
う
い
う
形
で

設
置
す
る
の
か
。

答　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド

等
を
利
用
さ
れ
る
市
民
や

観
光
客
の
方
が
夜
、
暗
い

と
い
う
こ
と
で
、
防
犯

や
安
全
性
に
配
慮
し
て
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
周

辺
等
に
照
明
灯
を
設
置
す

る
も
の
で
、
多
目
的
広
場

周
辺
の
約
５
０
０
ｍ
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
15

基
か
ら
20
基
、
曽
於
消
防

署
か
ら
の
連
絡
通
路
に
２

基
、
道
の
駅
の
駐
車
場
に

２
基
、
弥
五
郎
銅
像
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
４
基

を
計
画
し
て
お
り
、
照
明

灯
に
つ
い
て
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等

を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

☆ 

市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

照明灯設置が待たれる弥五郎伝説の里



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
大
川
内
冨
男
委
員
長
）

みんなで大切に育てる曽於っ子

　

本
案
は
、
急
速
な
少
子

化
、
出
産
・
子
育
て
の
希

望
が
か
な
わ
な
い
等
の
現

状
を
打
破
す
る
た
め
、

① 

質
の
高
い
幼
児
期
の
学

校
教
育
・
保
育
の
総
合

的
な
提
供

② 

保
育
の
量
的
拡
大
・
確

保
、
教
育
・
保
育
の
質

的
改
善

③ 

地
域
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
る

こ
と
等
の
課
題
に
対
し

て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基

づ
き
計
画
を
策
定
し
給

付
・
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
は
学
識
経
験
者
を

含
め
10
人
以
内
の
委
員
を

も
っ
て
組
織
さ
れ
、
市
長

が
任
命
し
ま
す
。

　

委
員
の
任
期
は
２
年
と

な
り
ま
す
。

問　

子
育
て
に
関
す
る
現

状
は
。

答　

市
外
保
育
所
に
市

内
の
子
ど
も
約
１
０
０
人

の
入
所
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
市
外
か
ら
の
受
け
入

れ
は
約
50
人
で
あ
り
、
待

機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
希
望

す
る
保
育
所
に
入
所
で
き

て
い
る
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

本
案
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
に
開
校
予
定
の
曽

於
高
等
学
校
の
在
校
生
及

び
学
校
に
対
し
て
、
中
学

校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用
事

業
、
制
服
等
購
入
補
助
事

業
、
遠
距
離
通
学
補
助
事

業
、
資
格
取
得
費
補
助
事

業
及
び
大
学
等
進
学
祝
金

贈
呈
事
業
等
、
市
独
自
に

総
合
的
な
支
援
策
を
実
施

し
、
生
徒
の
確
保
及
び
同

校
の
充
実
活
性
化
を
図
る

た
め
に
制
定
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

（
旧
南
之
郷
中
学
校
）

問　

財
産
の
無
償
譲
渡
の

内
容
は
。

答　

旧
南
之
郷
中
学
校
の

建
物
（
総
面
積
１
７
１
０

㎡
）
を
、社
会
福
祉
法
人
、

南
之
郷
（
み
な
み
の
さ
と
）

に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

な
お
、
指
定
用
途
に
供

す
べ
き
期
間
は
建
物
の
耐

用
年
数
を
考
慮
し
て
20
年

と
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

地
域
自
殺
対
策
緊
急

強
化
事
業
は
。

答　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
地

域
の
見
守
り
体
制
を
充
実

さ
せ
、
一
人
き
り
に
さ
せ

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
将
来
的
に
は
24
時
間

体
制
で
の
相
談
窓
口
の
設

置
も
必
要
で
あ
る
。

問　

財
部
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
管
理
費
６
４
３
万
３

千
円
は
。

答　

平
成
５
年
８
月
に
購

入
し
、
走
行
距
離
36
万
㎞

に
達
し
老
朽
化
が
進
ん
だ

送
迎
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

更
新
す
る
費
用
で
あ
る
。

問　

道
徳
教
育
支
援
事
業

費
63
万
円
は
。

答　

文
部
科
学
省
の
公
募

に
曽
於
市
が
応
募
し
指
定

を
受
け
実
施
す
る
事
業
で

あ
り
、
旧
町
単
位
で
１
校

づ
つ
拠
点
校
を
設
け
た

後
、
市
内
全
校
、
地
域
、

家
庭
で
取
り
組
む
事
業
で

あ
る
。

問　

小
学
校
管
理
費
５
２

７
万
２
千
円
の
増
額
は
。

答　

安
全
点
検
の
際
に
光

神
小
学
校
の
屋
根
部
分
の

外
壁
モ
ル
タ
ル
の
落
下
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
の

修
繕
に
要
す
る
費
用
が
主

な
も
の
で
あ
る
。

☆ 

平
成
25
年
度
一
般
会

計
予
算
の
補
正
（
所

管
分
）

☆ 

曽
於
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

☆ 
曽
於
市
曽
於
高
等
学
校

総
合
支
援
対
策
事
業
実

施
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

光神小学校の改修部



建
設
経
済
委
員
会（

山
下　

諭
委
員
長
）

合
わ
せ
て
２
２
９
０
億
円

と
莫
大
な
金
額
で
あ
る
。

こ
れ
に
市
の
負
担
も
あ
る
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
長
期
で

速
効
性
を
期
待
す
る
面
、

県
も
負
担
が
大
き
い
の
で

水
利
用
で
畑
作
目
の
適
地

適
期
作
付
、
適
確
管
理
の

指
導
に
つ
い
て
同
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
大
き
い
。

○
曽
於
市
内
県
道
の
改
良

状
況

　

県
の
組
織
再
編
に
伴
い
、

大
隅
半
島
の
県
の
出
先
機

関
は
鹿
屋
市
に
集
約
さ
れ

て
大
隅
地
域
振
興
局
と
な

り
、
本
市
か
ら
は
遠
距
離

と
な
っ
た
の
で
要
望
の
機

会
等
が
議
会
と
し
て
も
疎

遠
に
な
っ
て
い
る
。
当
日
は

局
よ
り
土
木
建
築
課
長
等

が
出
席
の
上
、
曽
於
市
内

県
道
の
現
況
や
25
年
度
整

備
箇
所
の
説
明
を
受
け
る
。

そ
の
後
、
各
委
員
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
要
望
も
行
う
。

 

や
は
り
、
担
当
者
に
地
元

の
状
況
と
熱
意
を
知
っ
て

も
ら
う
為
、
常
に
強
力
な

要
望
活
動
が
議
会
と
し
て

も
必
要
と
感
じ
た
。

問　

か
ご
し
ま
園
芸
産
地

整
備
事
業
と
は
。

答　

Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島

が
県
補
助
事
業

に
よ
り

事
業
費
２
億
１
８
１
６
万

円
で
大
隅
町
月
野
に
予

冷
施
設
（
鉄
骨
平
屋
建

７
２
７
㎡
（
１
５
０
ト
ン

収
納
））
を
建
設
し
、フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
２
台
を
購
入
す

る
。
さ
ら
に
市
単
独
補
助

金
（
１
４
６
１
万
１
千
円
）

に
よ
り
ネ
ス
テ
ィ
ン
グ
ラ
ッ

ク
３
０
０
個
、
パ
レ
ッ
ト

３
０
０
枚
を
購
入
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　

鶏
肉
鶏
卵
生
産
効
率

化
事
業
と
は
。

答　

南
九
州
エ
ッ
グ
シ
ス

テ
ム
㈱
末
吉
町
深
川
畩
ヶ

山
農
場
に
、
県
補
助

で

25
年
度
ウ
ィ
ン
ド
ウ
レ
ス

鶏
舎
を
26
年
度
に
内
部

施
設
の
改
造
を
行
う
も

の
で
２
ヵ
年
の
事
業
費
を

12
億
１
５
３
３
万
３
千
円

と
計
画
し
て
い
る
。

　

今
回
鶏
舎
の
飼
養
面
積

は
３
棟
で
６
０
０
０
㎡
、

年
間
生
産
量
約
８
１
６
０

ト
ン
（
48
万
羽
）
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜

産
環
境
整
備
事
業
と
は
。

答　

財
部
に
あ
る
㈲
環
境

フ
ァ
ー
ム
が
、
家
畜
排
せ

つ
物
処
理
施
設
と
し
て
尿

処
理
施
設
（
１
日
18
㎥

処
理
）
を
整
備
す
る
も
の

で
、
同
会
社
は
本
年
度
中

に
堆
肥
発
酵
施
設
も
増
設

す
る
。
26
年
度
は
周
辺
環

境
整
備
を
実
施
す
る
。
施

設
を
整
備
し
て
も
、
現
在

の
年
間
飼
養
頭
数
は
変
わ

ら
な
い
。

意
見　

㈲
環
境
フ
ァ
ー
ム

と
近
接
の
水
ノ
久
保
自
治

会
の
個
人
連
名
で
「
環
境

保
全
協
定
書
」
を
、
市
及

び
サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
㈱

立
ち
会
い
の
も
と
締
結
し

て
い
る
。

　

協
定
書
を
尊
重
す
る
よ

う
市
及
び
㈲
環
境
フ
ァ
ー

ム
に
強
く
申
し
入
れ
る
。

問　

牛
肉
豚
肉
ギ
フ
ト
券

付
地
域
商
品
券
発
行
事
業

と
は
。

答　

24
年
度
も
同
様
事
業

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
牛
肉

豚
肉
の
消
費
拡
大
が
目
的

で
、
５
千
円
の
商
品
券
を
プ

レ
ミ
ア
が
つ
い
て
６
千
円
の

肉
が
買
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
内
の
商
工
会
加
盟
店

で
取
り
扱
う
。
事
務
は
市

の
委
託
事
業
と
し
て
商
工

会
で
行
う
。

問　

補
正
の
内
容
は
。

答　

収
益
改
善
の
為
深
川

地
区
の
漏
水
調
査
事
務
委

託
と
減
圧
弁
修
繕
及
び
、

末
吉
の
上
町
土
地
改
良
整

理
事
業
後
の
保
留
地
の
あ

る
北
東
の
一
角
４
８
０
ｍ

に
、
新
た
に
水
道
管
を
布

設
す
る
も
の
で
あ
る
。

所
管
事
務
調
査

曽
於
市
内
に
あ
る
県
出
先

機
関
の
研
修
調
査

（
平
成
25
年
７
月
24
日
）

（
調
査
事
項
）

○
肉
用
牛
改
良
研
究
所

　

当
研
究
所
は
、
種
雄
牛

造
成
に
よ
る
鹿
児
島
県
和

牛
の
銘
柄
確
立
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
そ
の
為
、特
色

あ
る
系
統
の
種
雄
牛
、
産
肉

能
力
の
高
い
種
雄
牛
、
繁
殖

性
に
優
れ
た
種
雄
牛
の
造

成
維
持
を
研
究
し
て
い
る
。

　

現
在
、
供
用
種
雄
牛
24

頭
、
待
機
種
雄
牛
30
頭
、

計
54
頭
を
飼
養
し
、
全
て

県
内
産
で
、
う
ち
曽
於
市

内
産
は
９
頭
で
あ
る
。
研

究
内
容
の
説
明
後
、
全
て

の
施
設
を
見
学
し
た
。

○
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー

　

旧
曽
於
郡
内
に
は
、
曽

於
東
部
の
３
０
１
３
ha
、

曽
於
南
部
の
４
０
０
０
ha
、

曽
於
北
部
２
０
５
２
ha
、

の
３
地
区
で
畑
地
か
ん
が

い
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

本
市
の
事
業
費
は
国
・
県

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市

水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

肉用牛改良研究所における種雄牛研修


